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選手所属団体 御中 

  

公益社団法人 日本ボート協会 

強化委員会 

 

2022年シーズンにおけるシニアナショナルチーム 

世界選手権大会に向けたスケジュール（その２） 

 

標題の件、JARA 発第 2022-045 号（2022 年 4 月 27 日付）にて、世界選手権大会及びアジア

競技大会に向けたスケジュールを公表しましたが、今般アジア競技大会への選手団派遣を一旦

見送ることにしましたので、世界選手権大会に向けた取り組みを以下に補足説明いたします。 

 

5月 22日より実施した欧州遠征にて、WCⅡ（ポズナン／ポーランド）およびWCⅢ（ルツェルン

／スイス）での実戦を経験し、世界における各クルーのポジションなどを評価した上でアジア競技

大会および世界選手権にチャレンジする想定でした。 

しかしながら、一部に体調不良を訴える選手が散見されたため、WCⅡ・WCⅢで評価の実施に

至らなかったクルーが生じてしまいました。 

ついては上記を勘案し、7 月 22 日（金）～8 月 4 日（木）に田瀬湖（岩手県）にて実施する強化

合宿では、次のポイントに重点をおき評価・検討の上、本強化合宿後に世界選手権に派遣する

日本代表選手およびクルーを決定する所存でございます。 

 

1. 軽量級女子ダブルスカルの追加（再）評価 

（対象選手）冨田 千愛（東京大学 RSL）／廣内 映美（明治安田生命） 

大西 花歩（デンソー）／木野田 沙帆子（明治安田生命） 

 

2. 女子ダブルスカルの追加（再）評価 

（対象選手）米川 志保（トヨタ自動車）／大石 綾美（アイリスオーヤマ） 

 

3. 軽量級男女シングルスカルの追加評価（軽量級男女ダブルスカルのスペア機能） 

（対象選手）・古田 直輝（NTT東日本） 

・上記「1.」軽量級女子ダブルスカルに選抜されなかった選手 

 

以 上 

 


